
お客さま 

取引先 株　主 

社　員 社　会 

安全・安心な商品 
お客さま満足 

適切な利益還元 

環境配慮、 
社会貢献 

良きパートナーシップ 
共同での環境活動 

働きがい、 
ゆとり 

THE SHISEIDO WAY
THE SHISEIDO CODE

企業理念 

構
築
し
全
国
展
開
し
て
い
る
。

資
生
堂
ら
し
い

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
三
領
域

資
生
堂
な
ら
で
は
の
重
点
領
域
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

で
検
討
し
設
定
し
た
。

第
一
は
、
化
粧
・
美
容
の
領
域
で
あ
る
。
安
心
安

全
な
商
品
の
提
供
は
最
優
先
課
題
で
あ
る
が
、
加
え

て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
採
用
や
環
境
配
慮
商

品
の
開
発
、
濃
い
し
み
や
あ
ざ
特
有
の
色
を
補
正
す

る
化
粧
品
の
開
発
な
ど
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
視
点
の
「
モ
ノ
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
施
設

へ
の
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
障
が
い
者
へ
の
美
容

情
報
提
供
に
よ
り
「
生
活
の
質
の
向
上
」
に
協
力
し

て
い
る
。

第
二
は
、
お
客
さ
ま
の
九
割
、
従
業
員
の
七
割
を

占
め
る
女
性
を
支
援
す
る
領
域
で
あ
る
。
活
力
あ
る

組
織
風
土
構
築
の
た
め
の
男
女
共
同
参
画
推
進（
若

手
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、働
き
方
見
直
し
な
ど
）、

育
児
休
業
者
支
援
シ
ス
テ
ム
「w
iw
iw

（
ウ
ィ
ウ

ィ
）」
の
開
発
と
他
社
へ
の
販
売
事
業
、
事
業
所
内

保
育
施
設
「
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
汐
留
」
の
設
置
等
を
実

施
し
て
い
る
。

第
三
は
美
・
ア
ー
ト
の
領
域
で
あ
る
。メ
セ
ナ（
芸

術
文
化
支
援
）活
動
と
し
て
は
、
一
九
一
九
年
よ
り

資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
新
進
芸
術
家
の
支
援

や
各
種
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

文
化
発
信
で
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
、
年
そ
れ
ぞ
れ
の
美

し
さ
を
深
め
る
と
い
う
「
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン

グ
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、「H

O
U
SE

O
F

SH
ISE
ID
O

」
等
の
施
設
と
文
化
情
報
誌
「
花
椿
」

等
に
よ
り
文
化
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
活
動
で
は
、
ボ
イ
ス
ネ
ッ
ト
Ｃ（
お
客
さ
ま

情
報
の
収
集
分
析
シ
ス
テ
ム
）の
活
用
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
新
し
い
価
値
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト

（
第
一
回
は
一
九
九
七
年
環
境
レ
ポ
ー
ト
、
二
〇
〇

四
年
よ
り
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
）に
、
社
外
有
識
者
と

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ダ
イ
ア
ロ
グ
の
結
果
や
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
第
三
者
意
見
を
掲
載
し
た
。
さ
ら

に
、
社
員
対
象
の
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
会
」

を
開
催
し
、
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強

化
し
て
い
る
。

当
社
は
、
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
伍
し
て
戦
え

る
企
業
へ
の
転
換
に
よ
り
「
経
済
性
」
を
高
め
る
一

方
で
、「
環
境
保
全
」「
社
会
性
」「
文
化
性
」
と
い

っ
た
多
元
的
な
価
値
軸
か
ら
「
資
生
堂
グ
ル
ー
プ
の

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
」
を
高
め
る
経
営
を
進
め
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
は
、
経
営
品
質
を
高
め
、
企
業
の
競
争

力
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
社
員
が
こ
の
よ
う

な
共
通
認
識
の
も
と
に
誇
り
を
も
っ
て
働
く
企
業
に

す
る
こ
と
が
私
た
ち
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

当
社
で
は
、
池
田
会
長（
前
社
長
）の
店
頭
基
点
の

改
革
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
に
就
任
し
た
前
田
社
長
の

三
つ
の
夢
「
一
〇
〇
％
お
客
さ
ま
志
向
の
会
社
」

「
ブ
ラ
ン
ド
を
輝
か
せ
る
」「
魅
力
あ
る
人
で
組
織
を

埋
め
尽
く
す
」の
実
現
に
向
け
て
、社
員
の
一
人
一
人

が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
選
択
的（
戦
略
的
）な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
実
践
に
よ
り
社

長
の
夢
の
実
現
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
加
速
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
に
必
要
と
さ
れ
、
魅
力
の
あ

る
資
生
堂
づ
く
り
を
通
し
て
、
社
内
外
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
共
に
企
業
と
社
会
の
持
続
的
発
展
を
め

ざ
し
た
い
。
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Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
の
基
本
方
針
と

Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
の
発
足

資
生
堂
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）活
動
は
、

「
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
お
客
さ
ま
の
喜
び
を
め

ざ
し
、
社
会
の
お
役
に
立
つ
」
と
い
う
創
業
の
精
神

を
原
点
と
し
て
い
る
。
当
社
は
、
一
八
七
二（
明
治

五
）年
に
日
本
初
の
西
洋
調
剤
薬
局
と
し
て
創
業
し
、

社
名
は
中
国
の
易
経
の
一
節
に
あ
る
「
万
物
資
生
（
注
１
）

」

に
由
来
し
、
創
業
の
精
神
を
示
し
て
い
る
。
一
九
八

九
年
に
企
業
理
念
（
注
２
）
を
、
一
九
九
七
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
憲
章

と
い
え
るT

H
E
SH
ISE
ID
O
W
A
Y

（
資
生
堂
企

業
行
動
宣
言
）を
制
定
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
実

践
の
基
本
で
あ
るT
H
E
SH
ISE
ID
O
C
O
D
E

（
資

生
堂
企
業
倫
理
・
行
動
基
準
、
一
九
九
七
年
制
定
、

二
〇
〇
三
年
改
定
）を
定
め
た
。
そ
の
内
容
は
、
法

令
の
遵
守
に
留
ま
ら
ず
、
高
い
自
己
規
律
と
積
極
的

な
社
会
と
の
関
わ
り
に
も
と
づ
く
資
生
堂
グ
ル
ー
プ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
の
向
上
を
め
ざ
し
て
お
り
、
改

定
時
に
は
、
消
費
者
団
体
な
ど
社
外
有
識
者
と
意
見

交
換
し
、
反
映
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に

は
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
に
参
加
し
、
国
際

社
会
の
良
き
企
業
市
民
と
し
て
努
力
し
続
け
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

消
費
者
の
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
通
信
技
術
の

発
展
、
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
企
業
活
動
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
市
場
に
お
け
る
企
業
評
価
軸
の
変
化

等
を
踏
ま
え
、
当
社
で
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
社

長
直
轄
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
を
新
設
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
は
、

取
締
役
会
直
結
の
企
業
倫
理
委
員
会（
一
九
九
七
年

設
置
）と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会（
二
〇
〇
四
年
新
設
）の
事

務
局
と
し
て
、
資
生
堂
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を

戦
略
的
に
推
進
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
期

待
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

企
業
倫
理
の
浸
透
と

環
境
保
全
の
取
り
組
み

企
業
倫
理
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
環
境

保
全
は
柱
と
な
る
重
要
な
領
域
で
あ
る
。
資
生
堂
グ

ル
ー
プ
へ
のT

H
E
SH
ISE
ID
O
C
O
D
E

の
浸
透

定
着
に
つ
い
て
は
企
業
倫
理
委
員
会
が
中
心
と
な
り

推
進
し
て
い
る
。
国
内
で
は
、
職
場
の
旗
振
り
役
と

し
て
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
六
〇
〇
名
配
置
し
、
海
外

の
連
結
子
会
社
に
は
企
業
倫
理
担
当
役
員
を
三
七
名

配
置
し
、
啓
発
・
研
修
や
地
域
活
動
を
推
進
す
る
。

企
業
倫
理
研
修
は
、
す
べ
て
の
役
員
と
社
員
が
毎
年

一
回
以
上
受
講
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、

社
内
外
に
設
置
し
た
倫
理
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
、
社
員
の

意
識
調
査
等
に
よ
り
課
題
を
分
析
し
、
取
締
役
会
へ

の
提
案
・
報
告
や
関
連
部
門
へ
の
提
言
を
行
い
、
企

業
倫
理
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
企
業
風
土
を

改
善
し
て
い
る
。

環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
環
境
の
経
営
方
針
で
あ

る
「
資
生
堂
エ
コ
ポ
リ
シ
ー
」
と
環
境
活
動
基
準

「
資
生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を

設
定
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
、
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
対
策
等
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
の
声
を
反
映
し
た
使
用

済
み
化
粧
品
ガ
ラ
ス
瓶
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

（注１）万物資生：天地のあらゆるものを融合して新たな価値を創り、社会のお役に立つということを意味する

（注２）企業理念 企業使命／事業領域：「私たちは、多くの人々との出会い
を通じて、新しく深みのある価値を発見し、美しい生活文化を創造します」

桑
山
三
恵
子

く
わ
や
ま

み
え
こ

CSR わが社の取り組み

資
生
堂
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
原
点
は

創
業
の
精
神

資
生
堂
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
部
長
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